
平成30年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算
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様式1-4-3 (2019-1)

◆課題名 ：自治体向け音声翻訳システムに関する研究開発
◆副題 ：自治体窓口業務に対応した音声翻訳システムとサービス化に向けた研究
◆実施機関 ：凸版印刷株式会社、株式会社フィート
◆研究開発期間：平成27年度から平成31年度（5年間）
◆研究開発予算：総額749百万円（平成30年度 150百万円）

採択番号： 18001

本研究開発では、自治体窓口業務の構造の把握と体系化を行い、自治体窓口環境下におけるコーパスデータの整備を行う。これらの成果を踏まえ、自治体窓口
向け音声翻訳システムの開発と実証実験を行い、翻訳精度とユーザビリティの向上を図る。あわせて、研究開発成果の社会展開に向けて、サービス開発にかか
る基盤の確立を行う。これらから、自治体窓口業務の構造の把握と体系化により、音声翻訳システムの導入による窓口業務が大きく改善が図られる窓口を対象
に、ＮＩＣＴで整備されたコーパス情報等も積極的に活用し、自治体窓口における音声翻訳システムの精度向上と研究開発の効率化を図る。

①自治体窓口等の業務構造の把握

外国人対応で課題の多い窓口業務の把握
窓口会話のサンプルを収集

②コーパスデータの整備

コーパス整備：音声コーパス収集／自治体窓口業務に係る対訳
コーパス作成／自治体用語辞書／クラウドソーシングによる多言
語音声コーパスの収集システムの試験運用、収集手法検討

③音声翻訳システムに関する研究開発

④音声翻訳システムの実証実験及び検証

⑤ビジネスモデル等統括研究

自治体窓口向け音声翻訳システムの構築
自治体等における実証実験

自治体への研究開発成果の社会実装に向けた基礎の把握

自治体窓口翻訳システム

 対訳コーパスの整備（外国人対応の多い窓口業務における会話データの整備）
☞子育て・年金コーパスの作成（日簡18万文）
☞住民登録・国保コーパス（日伯8万文）
☞多言語化試行（日韓、日泰、日尼、日緬を対象に住民登録・国保コーパス整備）

 クラウドソーシングによる音声収集の評価（大規模な録音以外は費用対効果が低い／
作業者登録数に依存）

 自治体窓口コーパス、対訳辞書を利用した音声翻訳システムの開発
☞翻訳モデル（研究開発整備言語、多言語化試行言語）

・日英、日中（簡）、日越、日伯、日韓、日泰、日尼、日緬の合計16言語対
☞音声認識システムの評価（自動評価、主観評価）

・16言語対のうち13言語対で、主観評価SABCの結果が80％以上を達成
 自治体実証実験用音声翻訳アプリケーションの開発

☞専門用語・定型フレーズ機能の改善（設計したユーザインタフェースの実装）

自治体窓口環境の把握、データ収集

 実証実験（実証利用実験の展開：甲府市、綾瀬市、前橋市、新潟市西区、広島市、岩国
市、岐阜市、枚方市、袋井市の9自治体自治体）※一部で来庁者向け実態調査を実施。

 自治体ヒアリング（音声翻訳システムの社会実装課題の抽出）
 訪日前外国人に対する支援ツールの試行（日越に特化した音声翻訳アプリ）

自治体における実証実験、社会実装に向けた取組み
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４．特許出願、論文発表等、及びトピックス
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国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表
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※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。

５．今後の研究開発計画

（１）年次研究大会等での本研究開発プロセス、社会実装に向けた課題等の報告

 研究・イノベーション学会（第33回年次学術大会・一般講演）［産官学連携・地域］「在留外国人の応対に向けた自治体窓口における音声翻訳の社会実験の
取組み」、2018年10月28日（東京大学本郷キャンパス）

 情報処理学会（第81回全国大会）［情報システムと社会環境］「自治体窓口向け音声翻訳システムの社会実装に向けた課題」、2019年3月16日（福岡大学七
隈キャンパス）

（２）各種展示会への出展

 成果の周知に向けて、自民党視察会（4月18日）、山形県村上市レクチャー〈東京オリンピックホストタウン向け〉（4月23日）、自治体フェア（5月16日）、
東京都区町村セミナー（6月6日）、トッパン展示会〈大阪、広島、福岡〉、外国人集住都市会議（1月29日）

（３）第13回AAMT（Asia-Pasific Association for Machine Translation）長尾賞受賞

 アジア太平洋機械翻訳（AAMT）の第13回長尾賞を凸版印刷は受賞した。受賞理由には、自治体音声翻訳の常設を目指した取り組み等が高く評価された。
「企業連携により多様な自動翻訳の事業化を進め、商業接客音声翻訳サービスを現場店舗に大規模に展開している実績、さらに日本郵便向け音声翻
訳システムを全国２万の郵便局に設置している実績、そして自治体音声翻訳の常設を目指した取り組みが高く評価できる。このような社会にインパクトを
与える多様な事業展開は機械翻訳システムの実用化促進という点で長尾賞の趣旨に合致するものであり、長尾賞の受賞にふさわしい。」

（４）訪日前外国人に対する支援ツールの試行（日越に特化した音声翻訳アプリ『NhaTra』）

 訪日前より音声翻訳機能の使い方の習熟や日本語の自習等での活用用途を広めることで、自治体窓口をはじめ、各種手
続き場面で円滑に音声翻訳システムを使いこなすことができることを想定し、試行的に実験を開始した。本研究開発では、
ベトナムの技能実習生等の送出し機関に協力いただき、アプリの利用と音声翻訳システムに関する評価をいただいた。本
取り組みは、ベトナム人向け日本情報サイト「wappuri」に掲載された。

• 研究開発最終年度である平成31年度は、伯語（15万文）を整備し、これにより、本研究開発で基本言語として整備する日・英・越・中（簡）・伯語が整備が完了
させる。同時に発話付き対訳辞書（自治体窓口用語辞書）の多言語化を図る。また、社会実装の観点から自治体ニーズの高い言語について、平成30年度に
多言語化の試行を実施したが、翻訳精度に課題を抱えている言語（日尼）を対象に精度向上に向けたコーパス整備を図る。

• 実証実験については、実証実験アプリが広く自治体で試行的に活用できる環境を提供し、実証利用に基づく社会実装上の改善課題を把握する。
• 本研究開発成果の社会実装環境を検討するとともに、自治体窓口に来庁する外国人等に焦点を当て、音声翻訳システムの利活用に向けた要件を整理する。
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